
 

 

◆ストライキ批准投票とは・・・？ 

ストライキを実際に行うかどうかを決める投票ではありません。

１年間を通して一波につき、２時間を上限とするストライキを含む

闘争指令権を自治労中央闘争委員会に委譲することについて、組合

員の承認を求めるものです。この批准投票の成功によって、産別（自

治労）としてのストライキ体制が確立されます。 

◆衆議院北海道第５区補欠選挙闘争の推進について◆ 
 北海道第５区補欠選挙は、全国的にも注目を浴びる選挙であり、７月の参議院議員選挙への

前哨戦と位置付けられる極めて重要な選挙となります。 

  自治労道本部は 12月 24日開催の第８回執行委員会において「池田まき」さんの推薦決
定を行いましたので、胆振地方本部としても下記のとおり取り組みます。 

●具体的な取り組み 

知友人紹介・拡大の推進 

(1)支持者獲得・紹介の対象  北海道第５区管内在住の家族・親戚・知人・友人など 

 （札幌市厚別区、江別市、千歳市、恵庭市、北広島市、石狩市、当別町、新篠津村） 

(2)取り組み期間  支持者紹介カード到着～2016年４月 23日まで 

(3)集約日  第１次 ２月 26日（金） 第２次 ３月 25日（金） 第３次 ４月 15日（金） 

  

自治労胆振地方本部は第 24回参議院議員選挙の比

例区組織内候補「えさきたかし」さん、北海道選挙

区候補「徳永エリ」さんを推薦決定しています。 

                              

                              

                             

 

 
（１）各単組・総支部の推薦決定の取り組みについて 

  選挙区「徳永 エリ」および比例区組織内「えさき たかし」の推薦決定を行っていない単組・総支部は、早急に行うこととします。 

（２）「徳永 エリ」「えさき たかし」支持者獲得・紹介活動 

  １）支持者獲得・紹介の対象 

  〈組織・職場関係〉①組合員（配偶者、同居の家族、青年部・女性部・三評議会との連携） 

           ②臨時・非常勤等職員、消防職員、退職者・ＯＢ、家族会会員、管理職員、地域の公共サービス民間労働者など 

           ③関連企業・団体など 

  〈組織・職場外〉 別居の家族・親戚・知人・友人など 

  ２）取り組み期間 支持者カード到着～２０１６年６月末  ３）取り組み目標 組合員数×５人以上 

  ４）集約日 第１次 ２月 26日（金） 第２次 ３月 25日（金） 第３次 ４月 15日（金） 第４次  ５月 27日（金） 最終 ６月 30日（木） 
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踏
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最
後
に
本
集
会
で
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起
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れ
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春
闘
方
針
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で
確
認
し
て
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員
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一
月
二
十
九
日
、
苫
小
牧
職
員
会
館
に
お
い
て
胆
振
地
方
本
部

春
闘
討
論
集
会
を
開
催
し
九
単
組
・
総
支
部
三
十
四
名
が
参
加
し

ま
し
た
。 

 

主
催
者
を
代
表
し
て
胆
振
地
方 

本
部
・
高
橋
委
員
長
が
春
闘
の
目 

的
や
参
議
院
選
挙
闘
争
な
ど
の
当 

面
す
る
情
勢
に
触
れ
て
挨
拶
を
し 

ま
し
た
。 

 

地
本
提
起
で
は
、
秋
期
闘
争
の 

中
間
総
括
、
春
闘
の
推
進
に
つ
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て
提
起
し
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全
体
討
論
で
は
全
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庁
胆
振
総
支
部
よ
り
秋
期
闘
争
の
ｐ 

取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
発
言
が 

あ
り
ま
し
た
。 
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後
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で
は
、
自
治
労
道
本
部
組
織
強
化
・
拡
大
推

進
室
の
吉
田
雅
人
組
織
拡
大
オ
ル
グ
か
ら
「
２
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１
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金
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定

闘
争
を
考
察
す
る
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と
題
し
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川
町
職
労
の
取
り
組
み
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「
時

間
外
労
働
」
の
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
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演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
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「
時
間
外
労
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」
の
考
え
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つ
い
て
は
『「
サ
ー
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ス
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」

の
改
善
が
ま
ず
や
る
べ
き
こ
と
』
や
『
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間
外
勤
務
命
令
」
を

き
ち
ん
と
つ
け
る
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こ
と
を
力
説 

し
て
い
ま
し
た
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ら
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合
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で
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え
る
と
思
っ
た
。
』『
単
組
の
青
年 

部
員
に
も
聞
か
せ
た
か
っ
た
。』 
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興
味
の
湧
く
内
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で
、
単
組
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も
講
師
を
依
頼
し
た
い
。
』
な
ど 

の
感
想
が
あ
り
、
大
変
好
評
で
し 

た
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